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新薬とジェネリック医薬品 
は全く同じものというわけで 
はありません。 

有効成分にあたる部分が同 
じで、新薬と同等の効き目が 

あります 
が、色付 
けや保存 
料として 
使用する 
添加物な 
どには違 
いがあり 
ます。 

 

ジェネリック医薬品は、新薬と同じ効能をもちながら
価格を低く設定できる薬です。特許のすぎた新薬をすべ
てジェネリック医薬品にすると、国民医療費が年間で 1
兆円も削減できるという試算もあり、増加する国民医療
費抑制の切り札のひとつと考えられています。 

http://www.okuma-kenpo.or.jp/ 

オークマ健康保険組合
愛知県丹羽郡大口町下小口五丁目25番地の1

TEL0587-95-0913 FAX0587-94-3570

 

新薬（先発医薬品）の特許期間が切れた後に、製造・販売される後発医薬
品をいいます。薬事法による品質基準をクリアし、厚生労働省によって新薬
と同等の品質・有効性・安全性があると認められた医薬品です。 

ジェネリック医薬品とは？ 

ジェネリック医薬品の利用がすすめられるのはなぜ？ 

 新薬の開発には研究や実験に多くの時間と経費を必要とします。しかし、ジ
ェネリック医薬品の場合、すでに有効性や安全性が確認されている新薬と同じ
有効成分の薬を製造するため、開発費を大幅に削減することができます。 

なぜジェネリック医薬品は低価格に設定できるの？ 

新薬とジェネリック医薬品は
全く同じものなの？ 

ジェネリック 
医薬品を製造販 
売するためには、 
新薬と同様に薬 
事法に基づいた 
厳しい審査をク 
リアし、厚生労 
働大臣から承認 
を得なければな 
りません。そのため、効き目だけでな
く、安全性においても新薬と同等であ
ることが確認されています。 

この日本の審査基準は、欧米の基準
と同レベルです。 

新薬に比べて品質や安全性に
問題はないの？ 

 

使使使っっってててみみみままましししょょょううう！！！ジジジェェェネネネリリリッッッククク医医医薬薬薬品品品！！！！！！   
おおお薬薬薬代代代ががが安安安くくくなななりりりままますすす！！！！！！！！！



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※2011年4月1日現在の薬価で計算しています。なお、自己負担額は3割負担の場合で記載しています。また、実際の支払金額には、上記の薬代（薬剤料）

に、処方料や調剤料なども加算され、実際の窓口での自己負担額はあまり変わらないこともあります。各情報・データは日本調剤（株）によります。

実際にジェネリック医薬品を使うと… 

 
 
高血圧とは 

血液が動脈を押し広げようとする圧力が「血圧」で、 
心臓の収縮に合わせて上がったり下がったりします。 

高血圧とは血管に強い圧力がかかり、血液が流れにくくなっている状態を言います。 
高血圧の原因は不明ですが、塩分のとりすぎ、肥満、ストレスなどが危険因子とされています。

高血圧の治療 
高血圧が続くと、狭心症や心筋梗塞、脳卒中や脳梗塞などが起こりやすくなります。 
まずは生活習慣の改善（減塩、減量、運動、節酒、禁煙など）を心がけます。それでも血圧に改

善がみられないときには、薬物治療を行います。 
高血圧に使用される薬には、血管を収縮させて血圧を上昇させる物質を阻害するもの、血管を拡

張させて血圧を下げるもの、心臓に働いて心拍数を下げることで血圧を下げるものなどがありま

す。 

新薬とジェネリック医薬品の自己負担額のシミュレーション  
高血圧治療薬（１錠／日 服用の場合） 
 

 
 
花粉症とは 

人間の体には、体内に侵入した細菌やウイルスなどを排除 
する免疫反応が備わっています。この免疫が、花粉を外敵と 
判断して過剰な反応を起こしてしまうのが花粉症です。 

花粉が体内に侵入すると、体内に抗体が作られます。この抗体が一定レベル以上の時に花粉が体

に侵入すると、免疫物質（ロイコトリエン、ヒスタミンなど）が分泌され、くしゃみや鼻水などの

症状が起こります。 

花粉症の治療 
花粉症の治療は、免疫物質の働きを抑えることです。治療薬の選択は病型や重症度により異なり

ます。くしゃみ・鼻水型の場合は、第２世代抗ヒスタミン薬を、鼻閉型の場合は抗ロイコトリエン

薬を中心に、点鼻薬などを組み合わせながら症状を抑えます。花粉の侵入による免疫反応を抑える

ため、花粉が飛んでいる期間はずっと服用し、花粉に敏感な状態を抑えます。 
スギとヒノキにアレルギーをお持ちの方は４ヶ月程度服薬を続けることになります。 

新薬とジェネリック医薬品の自己負担額のシミュレーション  
抗アレルギー薬（１錠／日 服用の場合） 
 

花粉症 

差額 

3,730 円／年

(円) 

［ジェネリック医薬品］ 

4,010 円／年 

0                 4,000               8,000 

［新薬］高血圧治療薬 A 錠 7,740 円／年 

(円) 

差額 

11,990 円／年
［ジェネリック医薬品］  

5,850 円／年 

［新薬］抗アレルギー薬 B 錠 17,840 円／年 

0                 9,000               18,000

高血圧 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ジェネリック医薬品はどの医療機関でも扱われ 

ているわけではありません。まずはかかりつけの 
病院または薬局に相談してみてください。その上 
で、受けた処方せんをチェックし、ジェネリック 
医薬品への変更不可のサインがあるかどうかを確 
認しましょう。 

処方せんにサインがない場合、新薬からジェネ 
リック医薬品に変更できます。処方せんを薬局の 
窓口に出す際に「ジェネリック医薬品でお願いし 
ます」と伝えてください。 

ジェネリック医薬品に変えるには？ 

ジェネリック医薬品を取り扱っている 
薬局を選ぶ目印とは？ 

全国どこの薬局でも処方せんは受付でき、ジ

ェネリック医薬品を購入できます。ただ、薬局

によってはジェネリック医薬品の在庫がない場

合もあります。 

日本ジェネリック医薬品学会では、ジェネリ

ック医薬品の品揃えが 300 種類以上ある薬局

へは「Gold」、患者のジェネリック医薬品への

変更依頼や、相談に積極的に応じる姿勢を示す

ことを宣言した薬局へは「Silver」の、ジェネ

リック医薬品推奨マークを発行しています。 

 

Silver マーク Gold マーク 

今飲んでいる薬がジェネリ
ック医薬品へ変更可能か
調べたい場合は？ 
下記のサイトでジェネリック

医薬品を検索できます。 

ジェネリックガイド 

http://www.generic-guide.jp/ 

 

 

 

 

 

医薬品名を入力し、１日の服用数、

処方日数を選択していただくだけで 

入力された医薬品の代替となるジェ 

ネリック医薬品を検索し、ジェネリ 

ック医薬品名と薬価差を表示します。

携帯電話でも 

ご利用出来ます 

お手持ちの携帯電 
話でQRコードを 
読み込んでご利用 
ください。 

 
 
欧米では医薬品の半数以上がジ 

ェネリック医薬品です。増大する 
医療費の節減を目的に、WHO 
（世界保健機関）では、ジェネリ 
ック医薬品を推奨しています。日 
本においても、国民皆保険制度を 
維持するため、ジェネリック医薬 
品の普及が求められており、厚生 
労働省は、ジェネリック医薬品の 
使用数量シェアの目標を３０％としています。 

ジェネリック医薬品を使用しているのは日本だけ？ 

処方せん

後発医薬品（ジェネリック医薬品）
への変更がすべて不可の場合は、 
以下に署名または記名・押印 

保険医署名 
 

0 10 20 30 40 50 60 70

アメリカ 

カナダ 

イギリス 

ドイツ 

フランス 

スペイン 

日本 

                                          72% 

66% 

65% 

63% 

44% 

37% 

20.3% 

世界のジェネリック医薬品使用数量シェア（2009） 

      （日本ジェネリック製薬協会） 
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健診データチェック！ その② 

ＡＳＴ（GOT）ＡＬＴ（GPT） 

γ-ＧＴ（γ-GTP） 

健診データチェック！ その① 

空腹時血糖値 

HｂA1c（ﾍﾓｸﾞﾛﾋﾞﾝ･ｴｰﾜﾝ） 

健診データチェック！ その③ 

飲みすぎ・食べすぎ‥ 

肝機能の低下にご注意！ 

「健診データチェック！」シリーズ 第３回は、肝機能
．．．

に関する数値を示す「AST・ALT」「γ-GT」

「中性脂肪」です。 
AST（GOT）、ALT（GPT）、γ-GT（γ-GTP）とは、肝臓・腎臓等の臓器に多く含まれる酵素の

ことで、その数値で肝臓障害の程度や種類が分かります。また中性脂肪とは、血液中の脂質をいい、体の

エネルギー源となって、余分なものは肝臓等に蓄積されます。 

肝臓には、通常 3～4％の中性脂肪が含まれますが、肝細胞の 1/3 以上に脂肪のかたまりがみられるよ

うになると「脂肪肝」となり、数値に異常が出てきます。自覚症状はありませんが、これは肝細胞が

壊れて、修復が追いつかない状態です。 

肝臓が悪くなる原因の多くは、食べすぎ・飲みすぎです。（お酒を飲まない人で 

もおこります）症状がないからといって、そのままの生活をしていれば、やがて 

「肝繊維症」「肝硬変」へと進行してしまいます。しかしながら、食べすぎ・飲 

みすぎを改めて減量に努めれば、検査値はめざましく改善します。 

 身体を壊して、お酒が飲めなくなるより、今のうちから体重コントロールに取り 

組み、一生おいしくお酒を楽しむ方がいいですよね。 

100 Ｕ/ｌ 

～  

51 Ｕ/ｌ 

 

50 Ｕ/ｌ 

以下 

 

101 Ｕ/ｌ 

以上 

299 mg/ｄｌ

～  

150 mg/ｄｌ

 

149 mg/ｄｌ

以下 

 

300 mg/ｄｌ

以上 
肝障害をおこしています！ 

※ 数値は厚生労働省の特定健康診査項目

の基準値に基づいています。 

肝機能が低下しています！

基準値！クリア！

 

51 Ｕ/ｌ 

以上 

50 Ｕ/ｌ 

～  

31Ｕ/ｌ 

 

30 Ｕ/ｌ 

以下 

 

注意信号！ 
中性脂肪 

数値が高いと脂肪肝の

おそれがあります 

γ-ＧＴ 
アルコールの取りすぎ

で高くなります 

AST･ALT 
脂肪肝では、まずＡＬ

Ｔが高くなります 

うまっ‥ 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice


